
〇事業評価（全５９事業）一覧表 

（1/2）

３つの視点 施策の柱(全１１) 施策(全２４施策) 事業(全５９事業)

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

計画

実績 検討

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｂ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 検討

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ｂ

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

計画

実績 検討

評価 Ｂ

計画

実績 検討

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ｃ

計画

実績 実施

評価 Ｃ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｄ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 検討

評価 Ｂ

5.貯水槽管理の指導・助言
（法定検査の義務が及ばない小規模貯(受)水槽の無料点検の実施）

6.宅地内鉛製給水管解消
（鉛製給水管取替工事補助金交付制度や鉛の人体への悪影響を広報
し、解消促進を図る）

①水質管理の徹底

1.管理排水箇所への自動水質監視装置の導入
（水道管末端までの水質基準確保）

配水課

事業評価・進捗管理

担当課
視点 施策の柱(２) 施策(４施策) 事業（９事業） 項目

達成状況

視点 施策の柱(２) 施策(６施策) 事業（１０事業） 項目
達成状況

担当課

水源汚染リスク対策

③水源集水域の保護

7.市民協働による水源保全活動の推進
（助成金支給による森林整備や清掃の促進）

経営企画課

8.条例に基づく新たな開発や環境破壊の抑止

④水源の監視徹底
9.水源施設の監視徹底
（監視カメラやネットワーク機器を使用した常時監視体制の徹底）

管理センター

安全 ②給水装置の適正管理

4.直結給水の促進
（直結給水方式適用要件緩和の実施）

給水課

水道水質管理の徹底

強靭

施設の再編

⑤施設再編の推進

10.人口減少に適応した施設再編
（水道システム全体のダウンサイジング化）

経営企画課

11.西部地区上水道整備事業
（西部地区の民営簡易水道組合の統合）

水道整備課⑥老朽施設の更新と耐震化

17.応急給水体制の強化
（自助・共助・公助の連携による総合的防災体制の充実）

12.老朽管更新事業と耐震化
（将来人口予測に基づいた更新事業と災害に強い管路の構築）

⑦土湯地区・茂庭地区の
安定供給確保

13.土湯地区水道施設整備事業
（鷲倉山水源地渇水による摺上川ダム水への切り替え）

14.茂庭地区の将来展望
（茂庭地区の水源・浄水場の『将来の在り方』の検討）

管理センター

2.水道管内部洗浄の実施（アイスピグ）
（赤水発生を防止するアイスシャーベット工法の導入）

3.配水施設の保全管理（ロボット清掃・清掃）
（ロボットを使用した省人化とスピードアップを図る）

管理センター

視点 施策の柱(７) 施策(１４施策) 事業（４０事業） 項目
達成状況

給水課

⑩バックアップ機能の強化

18.水運用バックアップ計画の策定
（配水池間・近隣市町村との相互融通等の検討）

経営企画課

19.停電対策の強化
（ポンプ設備の重要度に応じた自家発電設備の導入）

管理センター

災害への備え

⑧施設耐震化の推進
15.上下水道耐震化事業
（「上下水道耐震化計画」に基づいた管路耐震化の推進）

水道整備課

⑨応急給水・応急復旧体制の充実

16.防災計画の充実
（災害・テロ・水害等総合的なマニュアル見直し）

総務課

22.企業誘致への協力による大口需要者の獲得
（豊富で良質な水道水を材料とした、大口需要者の獲得）

経営企画課

23.自家用水道からの切替促進
（関係機関との連携や助成制度の活用による切替促進）

担当課

持続可能な水道経営 ⑪経営基盤の強化

20.組織力の強化
（上下水道事業一体運営による持続可能な経営基盤の強化）

総務課

21.財政見通しによる料金体系等の見直し
（負担のバランスがとれた水道料金体系への見直し）

経理課

27.配水流量計がない配水ブロックへの計画的な機器配備
（漏水監視体制の強化と漏水調査範囲の選定）

⑬水道施設情報管理システムの
有効活用

28.非常時の水運用支援等システムの運用拡大
（非常時の水運用支援等の検討・実行）

経営企画課

29.決算や統計事務への活用
（タブレットを活用した現地調査による事務の効率化）

適切な資産管理

⑫適正な施設維持管理

24.配水池・水管橋の定期的な施設点検
（ドローンを導入した点検の実施）

 管理センター
 配水課

25.塗装替等の計画的実施
（定期的な施設点検を踏まえた予防保全による施設の健全化）

配水課
26.人工衛星画像を用いた漏水リスク評価を反映した漏水調査
（漏水の早期発見・早期修繕による有収率向上）

進化

【評価基準】

　《定量的に評価する事業》 《方針を示す事業》 《評価》

　　〇達成率100％以上 　〇進捗している ⇒ Ａ

　　〇達成率80～99％ 　〇概ね進捗している ⇒ Ｂ

　　〇達成率50～79％ 　〇やや遅れている ⇒ Ｃ

　　〇達成率0～49％ 　〇遅れている ⇒ Ｄ

資料４ 
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R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ｂ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 検討

評価 Ｂ

計画 検討 準備

実績 検討

評価 Ａ

計画 検討 準備

実績 検討

評価 Ｃ

計画 検討 準備

実績 検討

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ｂ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 実施

評価 Ａ

計画

実績 検討

評価 Ｂ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画

実績 検討

評価 Ｃ

計画 準備

実績 準備

評価 Ａ

広域連携・官民連携

⑭ふくしま田園中枢都市圏との
連携

30.より効率的な経営手法や技術レベルの向上
（本市と企業団との連結決算や共同訓練・研修の実施）

経営企画課

31.広域水道地図の作成を契機とした供給の融通や協力体制強化
（広域水道地図の作成と水道インフラの再編）

⑮民間技術力の活用

32.段階的な給水装置関連業務包括委託の導入
（民間企業のノウハウやネットワーク活用による、お客様サービス
の向上）

総務課
給水課

⑱地域全体での技術力確保

40.広域連携や官民連携による講習会の実施
（民間技術の活用による事業体職員の技術向上）

経営企画課

41.災害時の対応訓練の継続的実施 給水課

人材育成

⑯職員研修計画に基づく人材育成

35.内部・外部研修の充実

水道総務課

36.資格取得支援

⑰ＯＪＴによる技術継承

37.熟練職員の経験値・暗黙知によるＯＪＴ

42.表彰制度の継続とＩＣＴを活用した施工管理の導入推奨 経営企画課

43.小規模簡易ＤＢの本格導入
（地元管工事事業者の創意工夫による工事品質向上と業界全体の技
術力確保）

水道整備課

38.業務マニュアル等の蓄積及び閲覧環境としてナレッジバンクの利
活用
（過去の事例や業務ノウハウのデータベース化）

時代・ニーズに合った
広報

㉑水需要拡大喚起対策

49.おいしい水のＰＲ

経営企画課

ＩＣＴ・ＤＸの推進

⑲業務革新による効率化と
コスト縮減

44.人に代わるシステムの導入検討
（水系切替支援ツール、スマート応急給水システムの検討・導入）

経営企画課45.システム内製化の推進

⑳お客さまサービスの向上

46.スマートメーターの導入
（比較検討、実証試験を行い本格導入へ）

52.ＳＮＳの運用
（現代的なマーケティング手法の推進）

53.市民団体等を対象にした水道出前講座の実施

54.小学生を対象とした水道出前教室の実施

項目
達成状況

担当課

39.ＯＪＴ指導者の育成

47.通信アプリの導入
（スマートメーター通信アプリの導入）

水道総務課

48.クレジット決済の導入

33.将来的な給水装置業務全般の第三者委託の検討
（給水装置工事の窓口、受付、審査業務委託の検討）

34.ＤＢ（デザインビルド）の活用
（設計施工の一元化による品質工場・工期短縮・コスト縮減）

水道整備課

㉔再生可能エネルギーの導入
58.中央部受水池における小水力発電事業の実施
59.限られたスペースを有効活用した次世代型太陽光発電導入
（ペロブスカイト太陽光等を利用した脱炭素化）

経営企画課

進化

視点 施策の柱(７) 施策(６施策) 事業（４０事業）

55.水道料金とサービスの納得感の醸成
（公営企業としての経営努力の情報発信）

水循環の形成

㉓脱炭素水道の推進

56.位置エネルギーを再考した施設再編の検討
（より環境に配慮した水道システムの構築を目指す）

57.ＬＥＤ照明、高効率ポンプの導入等による脱炭素の推進
（あらゆる角度からの脱炭素の推進）

管理センター

50.マイボトル推進活動

㉒市民ニーズの把握と反映

51.広報紙「SuRiKaMi」読者・移住者アンケート


